
No.とプログラム名 No.25 ごみ焼却工場のお仕事を体験しよう！

実施日・回数 ８月８日（木）午後 計１回実施

会場 【都筑区】資源循環局 都筑工場

参加児童数 20人

企業・団体等名 資源循環局 都筑工場

参加の目的
（150文字程度）

都筑工場では周辺の小学４年生や希望者に向けて工場見学を行っ
ていますが、より多くの市民の皆様にごみについて関心を持ってい
ただき、正しい分別、３Ｒ（リユース、リデュース、リサイクル）
の意識をもって頂く機会にしていただきたく、参加させていただき
ました。



プログラム内容（子どもたちが体験したこと）
収集車がごみをおろす投入ステージや、ごみを燃やす焼却炉など、
普段の市民見学では⾒ることのできないごみ焼却⼯場バスツアーや
ごみクレーンを実際に操作室の椅子に座ってクレーンを模擬操作する
体験会について実施しました。
当日の流れ
１ 13時00分～13時10分：注意事項、工場長からの講和
２ 13時10分～13時50分：工場内バスツアー
３ 13時50分～14時30分：ごみクレーン操作体験、ミニゲームコーナー
４ 14時30分～14時50分：アンケート、発表準備
５ 14時50分～15時00分：振り返り発表

（振り返り会で意見発表をする様子） （バスツアー中クイズに挑戦している様子）



参加児童の様子や意見、感想など

ごみの行先を知りたかったから応募しました。
ごみクレーンの操作が面白かった。
（小３）

お兄ちゃんが学校でここに来たから応募しました。
ごみの機械がいろんな色だったらいいなと思った。
（小３）

学校で勉強していたし、ごみの行先のその中まで
知りたかったので応募しました。
バスツアー中のクイズをして学べて面白かった。
（小４）

ごみ収集車が好きだから応募しました。
バスに乗って工場内を見れたことが楽しかった。
（小4）

（クレーン操作体験する様子）

（バスツアー中の様子）



企業・団体の気付きや感想など

募集人数に対して応募者がとても多く、
倍率が約10倍となり、市民の皆様の関心の
高さに驚きました。
当日は体験型のプログラムが良かったと

いう声が多く、特にクレーン操作体験が好
評でクレーン大きさ・迫力に児童だけでは
なく引率のご家族も驚いていました。
プログラム終了後の反省会やアンケート

では小学生ならではの視点からたくさんの
ご意見を頂いて非常に参考になりました。
当工場といたしましても今後の啓発活動

に生かせる大変有意義な時間となりました。

（振り返り会、
記念撮影の様子）

（ゲームコーナーでの様子）
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